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第第２２３３回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要                       応募日 2024 年 7 月 31 日 

(フリガナ) カブシキガイシャマナビーイング (フリガナ) ナカヤマリョウイチロウ 

会社名・ 

学校名等※ 
株式会社まなびーいんぐ 

応募者氏名 

※法人（グループ）の場合

は代表者役職・氏名 

代表取締役社長 

中山 諒一郎 

          ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 
応募者年齢 30 歳 

法人所在地※： 

〒 2 6 0 - 0 0 1 3 

 千葉市中央区中央２- ５ -１千葉中央ツインビル２号館 7 階 

電話番号：09081739262 FAX：N/A 

E-mail：r.nakayama@manabinginc.com URL：https://nexteachers.com 

資本金※：100 千円 
従業員数※：0 人 

（うちパート・アルバイト：0 人） 

創業（予定）※：  2023 年 10 月 法人設立（予定）※： 2024 年 9 月 

応募者プロフィール 

学校法人昭和学院 法人事務局次長 

同短期大学 広報委員長兼学生募集委員長 

一般社団法人ゼロイチ 代表理事 

 

私立高校教員（社会科）・NPO 法人勤務などを経て 2020 年に昭和学院に入職。 

学校改革プロジェクトチーム座長・探究科主任・法人ブランディングマネージャーなどを経て

現職。 

(グループでの応募の場合は構成員を記載してください) 
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現在の事業内容※（簡潔にご記載ください） 

この事業は、教員志望の大学生を集めて無償でコーチングや学習理論についての研修を実施

し、彼らが「教えない家庭教師」（＝コーチング型の家庭教師）として実務にあたるというもの

である。これにより、未来の教員を養成しつつ、お子さんが「学び方」を学び、自走して学び

続けることができるようになることを目指している。 

また、今後この「教えない家庭教師事業」を核としつつ、①スクール事業（「教えない」という

コンセプトは維持しつつ、PBL で協働的な学びを提供）②人材紹介事業（弊社で育成した教員

志望の大学生を、私立学校や自治体に紹介） ③教員研修事業（弊社のコーチングや学習理論

に基づくメソッドを教員向け研修としてご提供）の 3 つの事業に横展開し、拡大していきた

い。 

※会社名・学校名等、法人所在地、資本金、従業員数、創業年月、法人設立年月、現在の事業内容は該当者

のみ記載してください。 

※次ページ以降の内容の記載は、必要事項を埋めるだけでなく、具体的かつ簡潔に記述し、必要により

図表等を交え、ポイントを解りやすく記載してください。  
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２２  ビビジジネネススププラランンのの概概要要 

((11))  ビビジジネネススププラランン名名 

「教えない家庭教師」NexTeachers 

 

((22))  ““誰誰””にに対対すするる製製品品・・ササーービビススでですすかか。。((ここののビビジジネネススのの顧顧客客はは誰誰でですすかか)) 

小学生・中学生・高校生の児童・生徒 

 

((33))  販販売売すするる製製品品・・ササーービビススはは““何何””でですすかか。。 

「教えない」家庭教師サービス  

 

((44))  製製品品・・ササーービビススをを顧顧客客にに対対しし、、““どどののよよううにに提提供供””ししまますすかか。。 

学習理論に基づいて問いかけを重ねることで「学び方を習得する」ことを重視し、コーチン

グによってその習慣化を図る。 

 

((55))  ここののビビジジネネススをを““どどののよよううにに収収益益化化””ししまますすかか。。 

ご家庭から 1 時間あたり 5,500 円（税込）を授業料としてお支払い頂く。 

 

((66))  ここののビビジジネネススのの““強強みみ・・アアピピーールルポポイインントト””をを教教ええててくくだだささいい。。 

 

このビジネスの強みは、徹底して「教えない」ということであり、それを可能にする運営陣

の手厚さと育成制度である。 

代表の中山自身、日本アクティブラーニング学会をはじめ複数の教育学会に所属し、研究・

実践・発表を重ねてきた。（中山の所属学会・発表実績・メディア掲載などは別紙資料をご参

照ください。） 

また、教育アドバイザーとして本間先生が全体の監修や研修を、またマネージャーとして松

永さん・太箸さんの 2 名が研修・授業のフィードバック・1on1 などを担当することで、こ

れまでに前例のない「コーチング型家庭教師」と教員養成の仕組みを可能としている。それ

ぞれの経歴は以下の通り。 

 

本間正人 

NHK 教育テレビでビジネス英語の講師などを歴任し、「研修講師塾」「調和塾」を主宰。誰

もが最新学習歴を更新し続ける「学習する地球社会のビジョン」を目指す。NPO ハロード

リーム実行委員会理事などを務める。コーチングやほめ言葉、英語学習法、などの著書 79

冊。 

 

松永和也（私立中高一貫校国語科教諭・三省堂教科書編集委員） 

－ 99 －



【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 4 － 

専門は、近現代文芸批評・学習学。2014 年早稲田大学文学研究科修士課程修了。国語教

育、探究活動、学級経営に関する講演、研修や教科書編集委員として中学１年生から高校３

年生のすべての学齢の教科書の編集、指導書作成に携わる。また、新聞連載・書籍雑誌の原

稿執筆、定期的な読書会やワークショップ実施など、世代と場所を問わない多様な学びの場

づくりに関わる。2023 年より青山学院大学大学院にて、授業場面における「わからなさ」

表現について探究中。 

 

太箸良介（私立中高一貫校理科教諭） 

静岡県浜松市出身。浜松北高等学校から東京学芸大学 B 類理科専攻へ進学し、物理学を専門

とする。東京学芸大学大学院へ進学後は物理教育を専修し、素朴的な概念を変容する授業方

法についての研究を行う。 

卒業後は富士通株式会社でシステムエンジニアとして、為替株取引のシステム開発と保守を

担当。コロナ禍を機に、昭和学院中学高等学校に転職し、教師として歩み始める。専門の物

理だけでなく、総合探究にも力を入れる。新コースであるサイエンスアカデミーコースを担

当し、理論物理学研究チームとして中高生とともに物理学の研究に熱中している。 

 

加えて、育成制度としては以下の 4 点を実施している。 

①事前研修 5 回：家庭教師として現場に立つ前に修了することを義務付けているもの。 

学習理論概論、認知科学概論、MI 理論、コーチング理論と手法など 

②月次研修：毎月開催している研修。月一回以上の参加が所属家庭教師の義務となってい

る。 

テーマは上記のものに加えて、最新の教育事情やピアコーチングの実践など。 

③日報の記入とフィードバック：毎回の授業後に記入するもの。学習内容の記述にとどまら

ず、学習者の変容・教師の行なった手立てとその省察などを詳細に記入し、すべての授業に

マネージャーがフィードバックする。 

④1on1 制度：定期的にマネージャーとの 1on1 を実施している。 

 

((77))  他他社社ににははなないい新新ししいい手手法法やや独独創創的的なな発発想想ななどどががああれればば記記載載ししててくくだだささいい。。 

 

NexTeachers の新しい手法は、徹底して「教えない」ということであり、「問いかけによっ

て思考や行動変容を促していく」という点である。 

教師が学習者に対し、一方的に知識や「正解」を教授するという伝統的な教育手法は、学習

理論や認知科学の面からほとんど効果がないことが実証されている。 

教師が正解を教えた場合、その場では解に辿り着くことができるが、問題や場面、文脈が変

わった瞬間に使用できない（学習理論では「転用が起きない」と言います）ものとなってし

まう。 

また、単に講義を聞いただけでは学習として定着しないことも実証されている。 

（ご参考資料：ラーニングピラミッド） 
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そこで、NexTeachers では教師は答えを教えるのではなく、徹底的に問いかけを重ねてい

く。「どうなると思う？」「どうしたら確かめられるかな？」「他にはある？」・・・といった

問いかけを重ねていくことで、学習者自身で学び、気が付くことを重視し、時には学習者自

身が「先生役」となって家庭教師に説明するなど、対話を重ねながら学んでいく。 

このようなアプローチによって、学習者は問いの立て方や調べ方、学び方を学んでいき、自

分で学ぶ方法と楽しさを身につけることができる。 
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３３  市市場場性性ににつついいてて 

((11))  販販売売すするる製製品品・・ササーービビススにに対対ししてて、、需需要要がが見見込込ままれれるる理理由由をを説説明明ししててくくだだささいい。。  

 

教育投資に意欲的な世帯が増加し、1 人当たり教育費も増加しているため、需要は大きくな

ると考えている。 

具体的には、私立中学受験者数は増加を続けるなど教育投資に意欲的な世帯は増加してお

り、1 人あたりの教育費も 2011 年度は 13.8 万円だったのが 2022 年度は 15.3 万円へ

と増加している。弊社サービスの「コーチング型家庭教師」などは教育に関心の高い層かつ

比較的高所得の層との親和性が高く、これらの状況は追い風である。 

また、現在文科省では教育改革を推進しており、その中では、 

1. 個別最適な学習の推進 

2. 教師の役割の転換 

3. アクティブラーニングの推進 

などが行われている。 

 

NexTeachers が行うコーチング型の家庭教師とはまさに、個別最適な学びの推進にかなう

ものであり、弊社での研修と家庭教師としての実践経験を積むことで、2 で挙げたこれから

の時代にあった教師の役割（生徒の心に火をつけ、寄り添い、学習を支援する）が実現され

ると考えている。 

また、「問いかけ」の種類や方法をはじめ、学習理論についても研修を行い、理論に基づく学

習デザインを行うことから、弊社を経験した大学生は 3 のアクティブラーニングの推進にも

寄与できる。このように、弊社の施策は現在の教育政策のトレンドともマッチしている。 

 

（参考資料） 

・「XEND BRAIB 学習塾・家庭教師業界予測レポート（5 年）」（2024.2.19） 

・「日本公庫総研レポート No.2023-2 教育産業で活躍する中小企業の経営戦略」

（2024.6） 

 

((22))  周周知知・・販販売売戦戦略略ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

 

①SNS 広告 ②ポスティング ③オンラインセミナー の主に 3 点を中心に集客を行って

いきたい。 

特に、①に関しては後述する渡辺氏が担当してくださっており、この分野の実績も豊富なプ

ロフェショナルであることから、集客の柱としていきたい。 

 

また、弊社のブランディングも兼ねてオンラインセミナーの開催も定期的に行っていきた

い。 

ここまでに 4 回開催し、直近の申し込みは 50 名超、参加者の満足度は 100％（とても満
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足・ある程度満足の合計数）であった。セミナーからの申し込み・成約の実績もあることか

ら、継続して集客に繋げたい。 

 

((33))  競競合合のの状状況況ににつついいてて、、比比較較をを交交ええななががらら、、自自身身がが優優れれてていいるる点点をを説説明明ししててくくだだささいい。。  

 

競合他社はほとんどが、 

①教師が「答え」を教えることが主な内容 

②一方的な講義スタイルの教授法 

をとっている。 

また、大学生の家庭教師や塾講師に対し、ほとんど研修は用意されておらず、ある場合でも

形式的なものや一回限りのものになっていることが多い。 

それらと比較して、弊社の場合前述の通り「事前に研修を修了しないと現場に立てない」こ

とで一定の質を担保しつつ、現場に立ってからも「学び続ける仕組み」と「家庭教師を支え

る仕組み」が制度化されている点が強みである。 

加えて、これらの仕組みを担保しているのが代表の中山をはじめ現職教員や大学教員である

ことも大きな強みとなっている。 
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４４  実実現現可可能能性性ににつついいてて 

((11))  本本ビビジジネネススのの現現在在のの進進捗捗状状況況とと今今後後のの事事業業ススケケジジュューールルににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

  

2024 年 10 月に創業以来、利用者はほぼ毎月増加し、2024 年 5 月末時点において離

脱率は 0 を維持するなど、高い満足度を保っている。中でも、弊社の家庭教師がコミッ

トしてから数ヶ月で 5 教科のうち 3 教科が 20 点以上期末考査の点数が伸びる生徒が現

れるなど、「教えない」というコーチング型アプローチが結果にもつながってきた。 

 

また、今後の展望については、今年度は柱である教えない家庭教師事業の集客の仕組み

化・安定化を図り、2025 年 3 月時点で在籍生徒数 146 名を目指したい。 

 

その上で、2025 年度からはスクール事業・人材紹介事業・学校研修事業の 3 点を展開

していきたい。 

スクール事業については、弊社の「教えない」というコンセプトは変えずに、それを協働

的な学びと組み合わせて学習者が学び合う寺子屋のようなスクールを展開していく。 

人材紹介事業については、2025 年 3 月時点で在籍家庭教師数 192 名を目指している

ことから、その中で私立の学校への就職を希望する学生などを新卒の人材紹介としてマッ

チングしていきたい。 

また、弊社の大学生育成で培った教員育成のノウハウを既存の学校法人や教員向けにも研

修パッケージとして提供し、現職教員の育成にも寄与していきたい。 

 

 

((22))  本本ビビジジネネススのの実実現現にに際際しし、、現現時時点点ででのの課課題題ははあありりまますすかか。。  

    ままたた、、そそれれららをを今今後後どどののよよううにに解解決決すするるかかににつついいててもも説説明明ししててくくだだささいい。。  

 

すでに家庭教師事業という点では競合他社が多くいるなか、差別化を図って集客を進め

ることが最大の課題である。 

幸いなことに、これを乗り越えるため必要なメンバーが集まってくださった。 

まず、元 N 高等学校通学コース部長・経営企画室長で現在は教育系のグローバル企業で

COO および日本法人 CEO を務める梶原純氏が顧問に就任してくださり、経営全般につ

いてご指導・ご助言を頂いている。 

また、web マーケティングに関しては現在教育企業で事業開発部長を務めており、

tiktok の日本進出からバイトタンス社で関わり、yahoo などでも経験を積まれている渡

辺健太氏が担当してくださっている。渡辺氏は特に SNS マーケティング・営業に強み

を持っているため、弊社の SNS 広告運用をご担当頂いている。 

加えて、ブランディングの肝となるデザイン面については、ヒナタラボデザイン事務所

代表の萩原玲子氏が担当してくださることになった。萩原氏はデザイナーとして経験豊

富で実績も多数あるため、萩原氏のお力を借りながらチラシやパンフレット、サイトの
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改訂などを進めていきたい。 

 

((33))  既既にに起起業業ししてていいるる方方はは、、直直近近 33 年年間間のの財財務務状状況況をを記記載載ししててくくだだささいい。。  

  (単位：千円) 

 年  月期 年  月期 年  月期 

売 上 高    

営 業 利 益    

経 常 利 益    

  

＊財務状況について、特記すべき点がある場合は記載してください。 

 

 

 

((44))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画ととそそのの根根拠拠ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

  (単位：千円)  

 2025 年 3 月期 2026 年 3 月期 2027 年 3 月期 

<1>売上高 

（うち、今回応募事業分） 

10,328 

（10,328） 

63,600 

（63,600） 

642,750 

（642,750） 

<2>売上原価 

（うち、今回応募事業分） 

5,164 

（5,164） 

31,800 

（31,800） 

321,375 

（321,375） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 

（うち、今回応募事業分） 

5,164 

（5,164） 

31,800 

（31,800） 

321,375 

（321,375） 

<4>販売費、一般管理費 

（うち、今回応募事業分） 

5,011 

（5,011） 

29,280 

（29,280） 

153,390 

（153,390） 

<5>営業利益［<3>-<4>］ 

（うち、今回応募事業分） 

152 

（152） 

2,250 

（2,250） 

167,985 

（167,985） 

<6>営業外利益 0 0 0 

<7>営業外費用 0 0 0 

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ 152 2.250 167,985 

 

＊上記計画の根拠 

 

2025 年 3 月 期 

（前提条件） 

・現在 7 家庭ご契約 

・家庭教師 10 名在籍 

・離脱率 0 
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・平均単価約 50,000 円/月 

 

(営業投資) 

・チラシの学校配布から 2 人獲得 

・ポスティングから 4 人獲得 

・SNS 広告から 135 人獲得 

 

2026 年 3 月 期 

（前提条件） 

・現状離脱率 0 であることを踏まえ、契約継続期間を 1 年と想定 

・平均単価約 50,000 円/月 

 

(営業投資) 

・チラシの学校配布から 8 人獲得 

・ポスティングから 20 人獲得 

・SNS 広告から 180 人獲得 

 

2027 年 3 月 期 

（前提条件） 

・現状離脱率 0 であることを踏まえ、契約継続期間を 1 年と想定 

・平均単価約 50,000 円/月 

 

(営業投資) 

・チラシの学校配布から 12 人獲得 

・ポスティングから 20 人獲得 

・SNS 広告から 1800 人獲得 
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((55))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画ととそそのの根根拠拠ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

  (単位：千円)  

 資金内訳 2025 年 3 月期 2026 年 3 月期 2027 年 3 月期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

 

 

 

 

広告宣伝費 3,420 

委託費 1,800 

広告宣伝費 6,000 

委託費 3,600 

地代家賃 5,000 

ソフト代 2,000 

旅費交通費 2,000 

 

 

広告宣伝費 30,000 

委託費 5,000 

地代家賃 8,000 

ソフト代 2,000 

旅費交通費 2,000 

設

備

資

金 

 

 

 

 

 設備費 1,500 設備費 3,000 

計計  5,220 20,100 50,000 

資資

金金

調調

達達  

自己資金 220 10,000 30,000 

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

4,000 

（500） 

5,000 

（     ） 

10,000 

（     ） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

1,000 

（     ） 

6,000 

（     ） 

10,000 

（     ） 

その他（       ） 0   

計計  5,220 20,100 50,000 

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  

 

＊上記計画の根拠 

 

自己資金については、月々の売り上げの中から拠出する。 

借入については、現在千葉銀行様とご融資に向けた手続きを進めている。 

また、法人登記後に制作金融公庫様からご融資を頂けるよう、現在準備を進めている。 

 

投資についても、個人投資家及び企業様が複数手を挙げてくださっている。 
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５５  社社会会貢貢献献性性ににつついいてて  

((11))  本本ビビジジネネススがが解解決決すするる千千葉葉市市がが抱抱ええるる社社会会課課題題ににつついいてて説説明明ししててくくだだささいい。。  

現在全国的に教員不足が叫ばれており、千葉市もその例外ではない。 

文科省の調査では、昨年度の始業日時点で全国で 2500 名以上の教員が不足していたとされ

ている。 

 
（出典：読売新聞オンライン） 

そして、教員の成り手不足の最も大きな要因の一つとして、「不安」が挙げられる。 

 
（出典：岐阜新聞オンライン） 

そのような状況の中、教育改革が叫ばれ、従来型の伝統的な教育アプローチを転換し、アク

ティブラーニング型の授業が求められているが、学生たちがますます不安を持つのは当然で

ある。 
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((22))  本本ビビジジネネススががどどののよよううにに上上記記((11))をを解解決決しし、、千千葉葉市市ににどどののよよううなな社社会会的的・・経経済済的的効効果果をを

ももたたららすすかかをを説説明明ししててくくだだささいい。。  

 

前述のような教員不足などの問題に対し、NexTeachers では教員志望の大学生を集めて無

料で研修・ワークショップを提供し、実践の場として家庭教師としての経験を積んでもらう

ことで、これからの時代にあった資質・能力（学習理論の知識やコーチングの素養など）を

身につけた教員を養成し、自信を持って現場に入れるようサポートしていきたい。 

これによって、教員志望者を増加させる一助とするとともに、質の高い、これからの教育を

担うにふさわしい大学生を育成し、千葉市の教育のさらなる向上に寄与したい。 
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６６  そそのの他他 

((11))  上上記記のの他他ににビビジジネネススププラランンのの内内容容でで説説明明ししてておおききたたいいここととががああれればば記記載載ししててくくだだささいい。。  

 

私たちは「学びのプロを育む」というミッションを掲げてこの事業と向き合っている。 

ここでいう「学びのプロ」とは、将来教員になる大学生と、家庭教師事業の顧客である子ど

もたちの双方をさしている。 

単に正解を教え、それを暗記し、テストで再現する・・・という伝統的な教育観を脱却し、

誰もが楽しく学び続ける社会になるよう、この事業を通じて挑戦していきたい。 

 

((22))  本本ビビジジネネススをを行行おおううととししたた動動機機はは何何でですすかか。。  

 

まだ学校現場に入る前の学生さんを対象に教員として育成する仕組みを作りたいと思ったた

めである。 

前述の通り、教員不足の問題は深刻な社会課題となっており、その大きな要因の一つが不安

である。企業であれば入社したらまず研修などがあり、その後 OJT などを経て少しずつ仕

事を任されていくことが多いが、学校現場では入職したとの日から「先生」と呼ばれ、担任

を持ち、授業を担当し、校務分掌や部活指導に追われる日々が待っている。これでは学生が

不安を持つのも当然である。 

また、実際入職してからは校務に追われて研鑽に励む時間がない、という声も多い。そうし

ていつしか、既存の学校教育の中に染まってしまう。 

 

そのような構造を変えていくためには、現場に入る前の段階が重要であると考え、この事業

を開始した。 

 

((33))  本本ビビジジネネススをを千千葉葉市市でで展展開開ししよよううとと思思っったた理理由由はは何何でですすかか。。  

私は生まれも育ちも千葉県であり、今住んでいるのも勤務しているのも千葉県である。 

そんな私にとって縁の深い、大切な場所である千葉県でこの事業を始めたいと考えた。 

中でも、千葉市は千葉県の中心であることから、千葉の教育を変えるには千葉市から、都考

え、千葉市からの展開を決意した。 

 

((44))  ベベンンチチャャーー・・カカッッププ CCHHIIBBAA をを知知っったた場場所所をを選選んんででくくだだささいい。。  

☐ 当財団ホームページ   ☐ 当財団メールマガジン   ☐ 当財団 Facebook 

☐ ポスター、チラシ（掲示・配架場所：        ） 

☐ 千葉市役所ホームページ   ☐ 千葉市経済部メルマガ   ☐ 千葉市役所公式 X 

☐ 支援機関等のメールマガジン（支援機関名：       ） 

☐ 新聞、インターネット等のメディア（名称：               ） 

☒ 紹介された（紹介者名：千葉銀行高橋様・千葉市産業振興財団長能様） 

☐ その他（                           ） 
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((55))  ベベンンチチャャーー・・カカッッププ CCHHIIBBAA にに応応募募ししたた動動機機でで当当ててははままるるももののをを選選んんででくくだだささいい。。  

☒ 販路拡大  ☒ 事業提携先・経営パートナーの獲得 ☒ 資金調達 

☐ その他（                           ） 

 

((66))  本本ビビジジネネススププラランンのの事事業業化化にに向向けけてて必必要要なな支支援援ははあありりまますすかか。。  

資金調達の面でご指導・ご支援頂けますと幸いです。 

 

((77))  本本ビビジジネネススププラランンをを誰誰にに見見ててほほししいいでですすかか。。（（誰誰にに PPRR ししたたいいでですすかか））  

小学校〜高校生のお子様を持つ保護者の方に一番に見て頂きたい。 

その上で、教員を志す大学生の方々や今まさに現場で頑張っておられる先生方、学校関係者

の方々にもぜひ見て頂きたい。 
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課
題
解
決
）

教
員

の
成

り
手

不
足

（
量

）
・
求

め
ら

れ
る

教
師

像
の

変
化

（
質

）
と

い
う

2
つ

の
課

題
解

決
を

目
指

し
ま

す
。

教
員
不
足
の
現
状

不
足
が
生
じ
て

い
る
学
校
の
割
合

不
足
が
生
じ
て

い
る
学
校
数

不
足
人
数

学
校
種

4
.9

%
9

3
7

人
1
2

1
8

人
小

学
校

7
.0

%
6

4
9

人
８

６
８

人
中

学
校

4
.8

%
1
6

9
人

2
1
7

人
高

校

1
3

.1
%

2
5

5
人

2
5

5
人

特
別

支
援

学
校

5
.8

%
1
8
9
7
人

2
5
5
8
人

合
計

•
教

員
＝

ブ
ラ
ッ
ク
な

イ
メ
ー
ジ

•
民

間
企

業
と
の

待
遇

格
差

（給
与

面
）

•
「
教

員
は

稼
げ

な
い

」/
「教

育
は

儲
か

ら
な

い
」

※
文

部
科

学
省

調
べ

。
今

年
度

の
始

業
日

時
点

出
典

：
読

売
新

聞
オ

ン
ラ

イ
ン

求
め
ら
れ
る
質
の
現
状

こ
れ

か
ら
の

教
育

に
求

め
ら
れ

る
の

は

「個
別

最
適

化
さ

れ
た

学
び

」と

そ
れ

を
支

え
る
「
学

び
の

伴
走

者
と
し
て
の

教
員

」

こ
れ

か
ら

こ
れ

ま
で

F
a
c
il
it
a
to

r（
場

を
作

る
）

C
o
a
c
h
（
伴

走
す
る
）

T
e

a
c
h

e
r（

教
え

る
）

役
割

個
人

（1
対

1
）

集
団

（1
対

4
0

）
対

象

生
徒

が
学

ぶ
先

生
が

教
え

る
授

業
の

姿

学
習

理
論

コ
ー
チ
ン
グ
（1

o
n
1
な

ど
）

担
当

教
科

に
つ

い
て

の
知

識
、
板

書
ス

キ
ル

必
要

な
ス
キ
ル

・知
識

目
指
す
課
題
解
決

•
大

学
在

学
中

に
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

実
践

経
験

を
積

む
こ

と
で

、

市
場

価
値

の
高

い
人

材
を

育
成

す
る

と
共

に
、
自

信
を

つ
け

る

•
高

時
給

を
用

意
し

、
「
稼

ぐ
方

法
/
感

覚
」
を

身
に

つ
け

る

目
指
す
課
題
解
決

家
庭

教
師

は
そ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
最

適
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授
業
実
施
場
所

授
業

の
実

施
場

所
に

つ
い

て
は

、
①

ご
自

宅
②

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
③

オ
ン

ラ
イ

ン
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
な

ど
を

選
択

頂
け

ま
す

の
で

、

・「
ご

自
宅

を
不

在
に

す
る

時
間

が
長

い
の

で
家

庭
教

師
を

頼
み

づ
ら

い
」

・「
リ

モ
ー

ト
ワ

ー
ク

の
近

く
で

見
守

り
た

い
」

・「
自

宅
に

他
人

を
入

れ
た

く
な

い
」

な
ど

の
方

で
も

安
心

し
て

ご
利

用
頂

け
ま

す
。

①
ご

自
宅

②
シ

ェ
ア

オ
フ

ィ
ス

③
オ

ン
ラ

イ
ン
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ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

小
中

高
生

（
受

講
者

）
・
大

学
生

（
講

師
）
・
（
未

来
の

）
学

校
現

場
の

「
三

方
良

し
」
を

実
現

し
ま

す
。

受
講

者
・保

護
者

「
た

だ
一

方
的

に
解

説
を

受
け

る
よ

り
、
知

識
が

定
着

し
そ

う
だ

な
」

「暗
記

で
終

わ
る

の
で

は
な

く
、
自

分
の

頭
で

考
え
ら
れ

る
こ

ど
も

に

な
っ

て
ほ

し
い

な
」

「
学

習
理

論
や
コ
ー
チ
ン
グ

に
つ

い
て

学
べ

る
い

い
機

会
だ

な
」

「
学

ん
だ

理
論

を
実

践
で

き
る

か
ら

、
自

分
の

成
長

に
つ

な
が

る
わ

」

「
こ
れ

か
ら
の

教
師

に
求

め
ら
れ

る
学

習
理

論
や

コ
ー
チ
ン
グ

を
学

ん
で

き
て

く
れ

る
の

は
心

強
い

な
」

「実
践

経
験

も
あ

る
な

ら
安

心
だ

ね
」

大
学

生
講

師
学

校
現

場
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N
e
x
T
e
a
c
h
e
rs

の
家
庭
教
師
が
用
い
る
問
い
か
け
の
例

：
小
学
校
社
会

源
氏
と
平
氏
の
単
元

な
ぜ

平
氏

は
滅
び
た
ん
だ
と
思
う
?

他
に
は
な
い
か
な
？

他
に
は
権
力
者
が

滅
ん
だ
例
は

あ
る
か
な
?

そ
の
な
か
で
一
番

大
き
な
も
の
は

な
ん
だ
ろ
う
？

ほ
ん
と
う
に
そ
れ
が

原
因
だ
っ
た
か
、

確
か
め
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
な
?

原
因

を
問

う
問

い

仮
説

思
考

発
散
思
考

収
束
思
考

仮
説
思
考

転
用

を
促

す
問

い

転
用
思
考

教
科

書
の

○
ペ
ー
ジ
を

開
い

て
く
だ

さ
い

。
ま
ず
、
一
ノ
谷
の
戦
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
解
説
し
た

内
容
を
ノ
ー
ト
に
写
し

ま
し
ょ
う
。

檀
ノ
浦
の
戦
い
で
源
氏

が
平
氏
に
勝
利
し
、

平
氏
は
滅
び
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
源
氏
が

平
氏
を
倒
し
た
こ
と
で

源
氏
が
力
を
持
っ
て

い
き
ま
し
た
。

〈一
般
的
な
授
業
ス
タ
イ
ル
〉

〈N
e
x
T
e
a
c
h
e
rs

の
授
業
ス
タ
イ
ル
〉
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従
来
型
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
と
s
o
lu

ti
o
n

昨
今

の
教

育
改

革
・
入

試
改

革
の

流
れ

に
対

応
し

た
「
学

習
者

中
心

の
学

び
」
を

創
っ

て
い

き
ま

す
。

従
来

型
サ
ー
ビ
ス
の

課
題

教
育

の
姿

教
師

が
一

方
的

に
知

識
を

伝
達

す
る

→
聞
い
て
い
る
だ
け
で
は
知
識
は
定
着
し
な
い

→
深

い
理

解
に
繋

が
ら
な

い

学
習

の
ゴ
ー
ル

子
供

の
姿

具
体

的
な

手
法

知
識

の
詰

め
込

み
・暗

記

→
勉
強
が
つ
ま
ら
な
い
、
嫌
い
に
な
る

T
e

a
c
h

e
e

（教
わ

る
人

）

→
T
e
a
c
h
e
r（
教
え
る
人
）へ

の
依
存

一
方

的
な

講
義

・説
明

板
書

・解
法

の
例

示

N
e
x
T
e
a
c
h
e
rs

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

教
師

は
一

緒
に

考
え

る
・
一

緒
に

学
ぶ

→
歳

の
近

い
大

学
生

だ
か

ら
こ
そ
可

能

考
え

方
・学

び
方

の
獲

得
→

自
分
で
考
え
る
力
、
学
び
続
け
る
力
を
養
う

L
e

a
rn

e
r（

学
習

す
る

人
）

→
大
人
が
い
な
く
て
も
自
分
か
ら
学
べ
る
よ
う
に

「教
え

る
」
よ

り
「
問
い
か
け
る

」
「答

え
」で

は
な

く
「考

え
方

」に
焦

点
を

当
て

る
「外

化
」(

o
u
tp

u
t)
・言

語
化

の
重

視
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ご
利
用
者
様
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（サ

マ
リ
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先

A
さ
ん

保
護

者

小
学

5
年

生

B
さ
ん

保
護

者

中
学

2
年

生

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
項

目
結

果

以
下

2
名

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

実
施

学
習

方
法

の
習

得


ど
う

や
っ

て
課

題
を

終
わ

ら
せ

る
か

に
つ

い
て
自

ら
計

画
を

立
て
て

取
り

組
む

よ
う

に

な
っ

た
。
(A

さ
ん

)

学
習

の
動

機
づ

け


小

さ
な

成
功

を
褒

め
て

も
ら

う
こ

と
で

、
自

信
が

つ
い

た
。

(A
さ

ん
)


勉

強
を

や
ら
せ
る
の

で
は

な
く
、
や
り
た

く
な

る
よ
う
に

す
る

と
い

う
キ

ー
ワ

ー
ド

に
惹

か
れ

て
利

用
し

始
め

た
。
(B

さ
ん

)

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
の

学
び


意

思
を

尊
重

し
て

く
れ

る
講

師
の

柔
軟

な
姿

勢
と

、
生

徒
を

画
一

的
に
決

め
つ

け
な

い

と
こ

ろ
を

魅
力

的
に

感
じ

て
い

る
。
(A

さ
ん

)


家

庭
教

師
と

会
う

た
び

に
表

情
が

良
く

な
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。

部
屋

か
ら
笑

い
声

が
聞

こ
え
る

こ
と

も
多

い
。
(B

さ
ん

)

学
校

以
外

の
学

習
機

会


家
庭

で
机

に
向

か
っ
て
「
書

く
」
時

間
が

増
え
た

と
感

じ
て

い
る

。
(A

さ
ん

)

事
業

の
ス
ケ
ー
ル


知

り
合

い
に

も
勧

め
た

い
と

思
う

。
家

庭
教

師
の

イ
メ
ー
ジ
を

「
年

上
の

人
と
話

せ
る
」

と
変

え
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、
家

庭
教

師
を

利
用

す
る

ハ
ー

ド
ル

が
下

が
り

そ
う

。

(A
さ

ん
)


昔

の
よ

う
に

押
さ

え
つ

け
る

教
育

で
は

な
く

、
本

人
の

や
る
気

を
引

き
出

す
と
い

う
点

で
他

の
人

に
も
勧

め
た

い
。
(B

さ
ん

)

ニ ｜ ズ
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生
徒
の
変
容
モ
デ
ル
（
4
コ
マ
漫
画
）
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（a
p
p
e
n
d
ix
）N

T
メ
ソ
ッ
ド
（一

部
抜
粋
）

【学
習

理
論

に
基

づ
く
メ
ソ
ッ
ド
】

9）
1分

間
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

【
概

要
】

授
業

の
冒

頭
、
前

の
時

間
に

学
ん

だ
内

容
を
1分

間
で

説
明

し
て

み
る

こ
と

【
目

的
】

①
前

時
の

振
り

返
り

を
行

う
こ

と
で

、
本

時
の

導
入

と
す

る
こ

と
（導

入
）

②
言

語
化

・外
化

す
る

こ
と

で
記

憶
の

定
着

を
図

る
こ

と
（外

化
）

③
子

供
の

理
解

度
を

家
庭

教
師

が
把

握
す

る
こ

と
（ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

10
）
具

体
⇔ ⇔

抽
象

【
概

要
】

具
体

的
に

説
明

し
た

後
は

抽
象

化
さ

せ
て

み
た

り
、
抽

象
的

な
概

念
を

扱
っ

た
後

は
具

体
例

を
考

え
て

み
た

り
す

る
こ

と
。

【
目

的
】

①
具

体
⇔

抽
象

を
繰

り
返

す
こ

と
で

よ
り

深
い

理
解

に
繋

げ
る

こ
と

。
②

習
熟

度
の

低
い

時
に

は
帰

納
法

的
ア

プ
ロ

ー
チ

（具
体
→

抽
象

）、
習

熟
度

が
高

い
時

に
は

演
繹

的
ア

プ
ロ

ー
チ

（抽
象
→

具
体

）を
と

る
こ

と
で

、
よ

り
子

供
の

実
態

に
あ

っ
た

学
び

を
設

計
す

る
こ

と

11
）間

違
え
克
服
ノ
ー
ト

【
概

要
】

試
験

や
模

試
の

内
容

で
間

違
え

た
内

容
を

集
積

す
る

ノ
ー

ト
の

こ
と

。
左

ペ
ー

ジ
に

は
間

違
え

た
問

題
を

、
右

ペ
ー

ジ
に

は
そ

の
模

範
解

答
を

ま
と

め
て

お
く

。
→

右
側

を
見

れ
ば

自
分

だ
け

の
参

考
書

と
し

て
、
左

側
を

見
れ

ば
自

分
の

苦
手

分
野

だ
け

の
問

題
集

と
し

て
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
目

的
】

①
間

違
え

た
問

題
と

解
説

だ
け

を
集

め
て

お
く

こ
と

で
、
苦

手
分

野
を

克
服

し
や

す
く

す
る

。
②

間
違

え
た

問
題

だ
け

に
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

で
、
「学

ん
で

い
る

実
感

」「
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

実
感

（成
長

実
感

）」
を

持
っ

て
も

ら
い

、
「小

さ
な

成
功

体
験

」に
繋

げ
る

。

13
）
I→

W
e→

Yo
u

【
概

要
】

最
初

は
教

師
が

説
明

し
、
徐

々
に

一
緒

に
や

る
時

間
を

増
や

し
、

最
終

的
に

は
学

習
者

が
自

立
し

て
い

く
、
と

い
う

こ
と

【
目

的
】

自
走

で
き

る
学

習
者

を
育

む
こ

と
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な
ぜ
「
教
え
な
い
」の

か
？

大
学

受
験

生
の

1
週

間
の

勉
強

時
間

自
習
時
間

6
6

時
間

家
庭
教
師

介
入
時
間

4
時

間

大
学

受
験

の
場

合

勉
強

時
間

/日
1
週

間
勉

強
時

間
/週

家
庭

教
師

が
つ

く
時

間
/日

1
週

間
の

う
ち

家
庭

教
師

介
入

時
間

/週

1
0

時
間

7
日

7
0

時
間

2
時

間
2

日
4

時
間

×
=

×
=

家
庭

教
師

が
つ

い
て

い
る
4
時

間
で

習
得

す
る
の

は
不

可
能

そ
れ

よ
り

大
切

な
の

は
、
家

庭
教

師
の

「
つ

い
て
い

な
い

」
6
6
時

間
の

過
ご
し
方

→
6

6
時

間
自

分
で

学
ぶ

を
進

め
る

た
め

に
は

、

「
進

め
た

い
と
思

う
気

持
ち
」
（
動

機
づ

け
）
と
「
進

め
方

」
（
学

習
方

略
）が

は
る

か
に

大
切
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2
0

©
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0
2

4
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a
n

a
b

e
in

g
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e
s
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.

家
庭
教
師
の
獲
得

求
人

サ
イ

ト
へ

の
掲

載

高
待

遇
の

口
コ

ミ
大

学
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

家
庭

教
師

の
獲

得

時
給

2
,5

0
0

円
・
無

料
で

研
修

が
受

け
ら

れ
る

な
ど

の
高

待
遇

を
活

か
し

、
求

人
サ

イ
ト

へ
の

掲
載

や
大

学
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

で
大

学
生

を
獲

得
し

て
い

き
ま

す
。

1
9

©
 2

0
2

4
 m

a
n

a
b

e
in

g
C

o
.,
L
td

. 
A

ll
 R

ig
h

ts
 R

e
s
e

rv
e

d
.

数
値
目
標

2
0
2
6
年
度

2
0
2
5
年
度

2
0
2
4
年
度

合
計

3
月

9
月

合
計

3
月

9
月

合
計

3
月

9
月

1
,8

2
3

1
,0

0
7

1
4

6
9

5
4

9
8

在
籍
生
徒
数
(
月
末
）

3
,9

1
5

2
,1

1
5

3
1
5

2
2

5
1
3

5
1
5

在
籍
先
生
の
数

5
0

,0
0

0
5

0
,0

0
0

5
0

,0
0

0
5

0
,0

0
0

5
0

,0
0

0
5

0
,0

0
0

生
徒
1
人
あ
た
り
の
単
価

6
4

2
,7

5
0

,0
0

0
9

1
,1

5
0

,0
0

0
5

0
,3

5
0

,0
0

0
6

3
,6

0
0

,0
0

0
7

,3
0

0
,0

0
0

4
,7

5
0

,0
0

0
1
0

,3
2

8
,0

0
0

2
,5

7
1
,0

0
0

4
2

2
,0

0
0

売
上

3
2

1
,3

7
5

,0
0

0
4

5
,5

7
5

,0
0

0
2

5
,1

7
5

,0
0

0
3

1
,8

0
0

,0
0

0
3

,6
5

0
,0

0
0

2
,3

7
5

,0
0

0
5

,1
6

4
,0

0
0

1
,2

8
5

,5
0

0
2

1
1
,0

0
0

売
上
原
価

1
5

3
,3

9
0

,0
0

0
1
3

,1
2

0
,0

0
0

1
3

,1
2

0
,0

0
0

2
9

,2
8

0
,0

0
0

2
,4

4
0

,0
0

0
2

,4
4

0
,0

0
0

5
,0

1
1
,4

1
5

7
7

7
,6

5
0

3
7

1
,9

0
8

コ
ス
ト
（販

管
費
）

1
6

7
,9

8
5

,0
0

0
3

2
,4

5
5

,0
0

0
1
2

,0
5

5
,0

0
0

2
,5

2
0

,0
0

0
1
,2

1
0

,0
0

0
-6

5
,0

0
0

1
5

2
,5

8
5

5
0

7
,8

5
0

-1
6

0
,9

0
8

利
益現
在

の
運

営
実

績
も

踏
ま

え
、
1
人

当
た

り
平

均
単

価
は

5
0

,0
0

0
円

、
平

均
継

続
期

間
は

1
年

で
想

定
し

て
い

ま
す

。

1
8

©
 2

0
2

4
 m

a
n

a
b

e
in

g
C

o
.,
L
td

. 
A

ll
 R

ig
h

ts
 R

e
s
e

rv
e

d
.

事
業
展
開
方
針
と
取
り
組
み

2
0
2
7
年

～
2
0
2
6
年

～
2
0
2
5
年

～
2
0
2
4
年

～

●
日
本
の
初
等
教
育
の
強
み
を
活
か
し
て

海
外
展
開

●
海
外
の
学
校
法
人
と
連
携

●
全
国
展
開

●
自
治
体
/公

的
機
関
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

締
結

●
学
校
と
の
連
携
協
定
(
契
約
)
締
結

●
教
員
(
学
校
)
向
け
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

●
人
材
仲
介
業
の
免
許
取
得

●
集
客
シ
ス
テ
ム
の
確
立

●
B
ra

n
d
in

g
の
(
一
通
り
)
完
了

(
サ
イ
ト
、
チ
ラ
シ
、
キ
ー
ビ
ジ
ュ
、

パ
ン
フ
、
ロ
ゴ
)

家
庭

教
師

事
業

の
ロ
ー
ン
チ
と
実

績
作

り

3
つ

の
新

規
事

業
立

ち
上

げ

B
ra

n
d
の

確
立

グ
ロ
ー
バ
ル

展
開

ま
な
び
ー
い
ん
ぐ
で
の
教
師
経
験
が

一
種
の
c
e
rt
if
ic
a
ti
o
n
に
な
る

よ
う
に
す
る

家
庭
教
師
事
業
を
基
盤
と
し
、

新
た
に
3
つ
の
事
業
を
ロ
ー
ン
チ

①
ス
ク
ー
ル
事
業

②
人
材
紹
介

③
教
員
研
修

家
庭
教
師
事
業
を
ロ
ー
ン
チ

売
上
1
,0

0
0
万
の
見
込
み

N
e
x
T
e
a
c
h
e
rs

の
教
員
養
成

メ
ソ
ッ
ド
を
海
外
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
等
)
へ

1
7

©
 2

0
2

4
 m

a
n

a
b

e
in

g
C

o
.,
L
td

. 
A

ll
 R

ig
h

ts
 R

e
s
e

rv
e

d
.

こ
れ

ま
で

の
実

績
｜

売
上

と
生

徒
数

サ
ー

ビ
ス

の
ロ

ー
ン

チ
以

来
、
宣

伝
広

告
費

を
ほ

と
ん

ど
か

け
ず

に
生

徒
数

・
売

上
数

と
も
に
増

加
を

続
け

て
お

り
、

離
脱
率
は
0

を
保

っ
て

い
ま

す
。
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教
室
の
前
に
あ
る
黒
板
。
そ
の
前
に
立
っ
て
「
チ
ョ
ー
ク
と
ト
ー
ク
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
授
業
。

日
本
で
は
、
そ
ん
な
光
景
が
15
0年

以
上
に
わ
た
っ
て
変
わ
ら
ず
に
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
「
教
師
が
一
方
的
に
教
え
る
授
業
」
で
育
つ
の
は
「
教
わ
る
こ
と
に
な
れ
た
子
供
」
。

「
自
分
か
ら
学
ぶ
子
供
」
を
育
て
る
た
め
に
は
、
教
育
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
て
、

大
人
が
「
教
え
る
こ
と
」
を
手
放
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
教
師
が
教
え
る
」
か
ら
「
子
供
が
学
ぶ
」
時
間
へ
。

「
経
験
と
勘
」
に
基
づ
く
指
導
か
ら
、
「
理
論
と
エ
ビ
デ
ン
ス
」
に
基
づ
く
学
習
支
援
へ
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ま
ず
、
「
教
師
の
あ
り
方
」
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

学
び
を
楽
し
む
マ
イ
ン
ド
と
、
科
学
的
に
効
率
の
良
い
学
び
方
を
理
解
し
た
教
師
を
育
成
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
子
供
に
学
び
の
楽
し
さ
と
学
び
方
を
伝
え
て
い
く
。

株
式
会
社
ま
な
び
ー
い
ん
ぐ
は
、
「
全
て
の
人
が
楽
し
く
学
び
続
け
ら
れ
る
社
会
」
を
目
指
し
ま
す
。

全全
てて

のの
人人

にに
、、

学学
びび

のの
楽楽

しし
ささ

とと
方方

法法
をを

2
3

©
 2

0
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a
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C
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e
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チ
ー

ム
｜

運
営

メ
ン

バ
ー

2
/2

S
N

S
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

渡
辺

健
太

m
e

ta
広

告
の

配
信

・
運

用
を

中
心

に
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
担

当

Y
a
h

o
o

、
バ

イ
ト

ダ
ン

ス
（
ti

k
to

k
の

運
営

企
業

）
な

ど
を

経
て

現
在

は

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
企

業
に

て
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

部
長

を
務

め
る

。

デ
ザ

イ
ナ

ー
萩

原
玲

子

名
刺

・
チ

ラ
シ

・パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
デ

ザ
イ

ン
全

般
を

担
当

。

ヒ
ナ

タ
ラ

ボ
デ

ザ
イ

ン
事

務
所

代
表

営
業

金
井

 佳
祐

イ
ン

サ
イ

ド
・
フ

ィ
ー

ル
ド

の
営

業
を

担
当

。

大
手

人
材

会
社

に
て

営
業

に
従

事
。

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
鹿

瀬
岳

人

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
分

析
・
戦

略
立

案
な

ど
を

担
当

。

株
式

会
社

T
E

M
P

E
R

代
表

取
締

役
C

E
O

と
し

て
、
多

く
の

企
業

の

コ
ン

テ
ン

ツ
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

や
映

像
制

作
を

支
援

。

経
理

川
畑

貴
之

経
理

・補
助

金
申

請
な

ど
を

担
当

。

S
N

S
運

用
伊

藤
み

ら
い

SN
S及

び
m
et
a広

告
の

設
計

・
運

用
な

ど
を

担
当

。

※
千

葉
市

の
新

規
事

業
創

出
支

援
事

業
（
C

-B
ID

）
に

よ
り

採
用

テ
レ

ビ
朝

日
に

て
「
帰

れ
ま

1
0

」
な

ど
多

数
の

番
組

制
作

に
関

与
し

た

の
ち

、
ヤ

フ
ー

株
式

会
社

な
ど

を
経

て
独

立
。

イ
ン

タ
ー

ン
中

島
珠

貴

広
報

・P
R

な
ど

担
当

。

慶
應

義
塾

大
学

S
F
C

1
年

次
在

学
中

。

イ
ン

タ
ー

ン
石

橋
大

翔

S
N

S
運

用
担

当
。

東
洋

大
学

3
年

次
在

学
中

。
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チ
ー
ム
｜

運
営

メ
ン
バ
ー

1
/
2

F
o
u
n
d
e
r/
C
E
O

中
山

諒
一

郎

一
般

社
団

法
人

ゼ
ロ

イ
チ

代
表

理
事

学
校

法
人

昭
和

学
院

法
人

事
務

局
次

長

顧
問

梶
原

純

経
営

戦
略

全
般

に
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
と
し
て
関

与
。

大
手

オ
ン

ラ
イ

ン
英

会
話

企
業

に
て

C
O

O
を

務
め

る
。

N
高

等
学

校
に

て
通

学
コ

ー
ス

部
長

や
経

営
戦

略
室

長
を

歴
任

。

顧
問

山
田

芳
春

主
に
財

務
面

・資
金

調
達

支
援

な
ど

を
担

当
。

り
そ

な
キ

ャ
ピ

タ
ル

で
ベ

ン
チ

ャ
ー

支
援

な
ど

に
従

事
し

た
の

ち
、

IT
ベ

ン
チ

ャ
ー

で
の

役
員

な
ど

を
経

て
独

立
・
起

業
。

C
O
O
/執

行
役

員
森

航
太

 M
o

n
a
s
h

大
学

3
年

次
在

学
中

。

C
H
R
O
/執

行
役

員
/営

業
統

括
中

里
匠

吾

H
R
（
家

庭
教

師
の

採
用

〜
育

成
）
や
営

業
の

統
括

を
担

当
。

プ
ロ

ア
ス

リ
ー

ト
や

経
営

者
、
役

員
な

ど
を

対
象

に
延

べ
8

0
0

名
以

上
を

指
導

。

プ
ロ

選
手

輩
出

や
、
大

学
日

本
一

の
実

績
を

持
つ

。

H
R
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

松
永

和
也

大
学

生
の

育
成

・
支

援
な

ど
を

担
当

。
（
研

修
や
1
o
n
1
の

実
施

な
ど

）

私
立

中
高

一
貫

校
教

諭
（
国

語
科

）
・
三

省
堂

教
科

書
編

集
委

員

新
聞

連
載

・
書

籍
雑

誌
の

原
稿

執
筆

、
読

書
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

実
施

な
ど

、
世

代
と

場
所

を
問

わ
な

い
多

様
な

学
び

の
場

づ
く

り
に

関
わ

る
。

H
R
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

太
箸

良
介

大
学

生
の

育
成

・
支

援
な

ど
を

担
当

。
（
研

修
や

1
o

n
1
の

実
施

な
ど

）

私
立

中
高

一
貫

校
教

諭
（
理

科
）
・
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
の

立
ち

上
げ

経
験

専
門

の
物

理
だ

け
で

な
く

、
総

合
探

究
に

も
力

を
入

れ
る

。
勤

務
校

で
は

新
コ

ー
ス

で
あ

る
サ

イ
エ

ン
ス

ア
カ

デ
ミ

ー
コ

ー
ス

を
立

ち
上

げ
か

ら
担

当
。

2
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市
場
規
模
と
ト
レ
ン
ド

6
5

0
3

億
円

学
習

塾
・
家

庭
教

師
の

国
内

市
場

規
模

1
3

.8

1
5

.3

万
円

万
円

1
人

あ
た

り
の

教
育

費
(2

0
2

1
年

度
)

1
人

あ
た

り
の

教
育

費
(2

0
2

2
年

度
)

教
育
投
資
に
意
欲
的
な
世
帯
は
増
加

し
て

お
り

、
1
人

あ
た

り
の

教
育

費
も
増

加
し

て
い

る
た

め
、
質

の
高

い
家

庭
教
師
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ

は
高

ま
っ

て
い

ま
す

。

5
.2

万
人

私
立

・国
立

中
学

校
受

験
者

数
（
2

0
2

3
年

度
）

※
史

上
二

番
目

の
規

模
・
増

加
傾

向
が

続
く
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